様式１－２

　南山大学学術業績および教育業績一覧（2025年4月改訂）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


学術業績および教育業績一覧　

[審査時点までに公刊されたもの(校正刷りを含む)を発行年月順に記入]
[作成年月日]　2025年6月1日
[氏名]　南山太郎
[著書]　(著書名称、単・共著の別、発行年月、発行所の名称、ページ数、共著の場合は本人執筆の章のタイトル、本人担当ページ数または分担率および主要共著者名)
〈以下は前回の審査時点以降のもの>

1.　『国際経済論』、単著、2004年2月、南山堂、460 p.　

【注：　１行アケル、以下同様】

2.　『アジア経済の現状と課題』、共著（西山花子、東田次郎、ほか7名）、2005年7月、南北書房、380 p.（執筆担当部分：第3章「アジアヘの直接投資と企業内技術移転」、pp. 60-85（26 p.））
3.  Direct Foreign Investment in Asian’s Developing Economies, 共著（N. Johnson, R. Schein, ほか5名）, 2007年5月, East Review Press, 287 p.（執筆担当部分：chap. 5 “Intrafirm Transfer of Technology by Japanese MNEs in Asia,” pp. 100-130 (31 p.), 分担率60%, P. Ong and O. Giger）
4. 『計算幾何学と地理情報処理(第二版)』、共著（伊理正夫、，






























































































































浅野孝夫、ほか5名）、2007年9月、共立出版、294 p.（執筆担当部分：第6章「地理的最適化問題」、pp. 163-185（23 p.）、分担率50%、大塚優、山田光、ほか2名）
5.  The Globalization of Asian Cuisines: Transnational Networks and Culinary Contact Zones, 共著（J. Farrer, D. Wank, ほか5名）, 2015年8月, Palgrave Macmillan, 248 p. （執筆担当部分：chap. 8 “The Remaking of a National Cuisine: The Food Education Campaign in Japan,” pp.57-78 (22 p.)）
 [学術論文]　(論文名称、単・共著の別、発行年月、掲載雑誌等の名称、発行所または出版社、ページ数、共著の場合は本人担当ページ数または分担率および主要共著者名、論文の総ページ数)
1.「直接投資による労働需要拡大」、単著、1987年9月、『南山大学大学院経済学研究科紀要』、第3号、南山大学大学院経済学研究科、pp. 21-30. (10 p.)［1987年3月、南山大学修士論文、A4判、160 p.]
2.「2つの直接投資と発展途上国の雇用拡大」、単著、1988年10月、『南山論集』、第34巻3号、南山大学、pp. 60-77. (18 p.)
<以下は前回の審査時点以降のもの>

3.「アイテムライフサイクル企業内分業」、共著、1993年10月、『南山研究』、第8巻2号、南山大学、pp. 99-119、分担執筆70%、北川一郎、(21 p.)
4.「金融システムとアジア通貨危機」、単著、1994年5月、『経済学研究』、第26巻4号、瀬戸経済社、pp. 509-526. (18 p.)

5. “Dynamic Upgrading in the Stages of Product Development by Asian Affiliates of

Japanese MNEs”（査読付き論文）、 単著、1998年4月、Nanzan Journal of Asian Studies, Vol.32, No.1, Nanzan University、pp. 125-156. (32 p.)
6.  “Designing asymptotically random GFSR sequences”（査読付き論文）, 共著, 2000年5月, OR Transactions, 4, OR Society of China, pp. 27-38, H. Morohosi & M. Fushimi, (12 p.)【注：学会発表後に英文で学会誌に掲載された論文の例】
[著書・学術論文以外の業績]　(名称、単・共著の別、発行年月、掲載雑誌・講演会主催者等の名称、発行所または出版社、ページ数、共著の場合は本人担当ページ数または分担率および主要共著者名)
[学位論文]

1.「アジアの発展と労働の問題」、単著、1995年9月、南山大学博士論文、A4判、150 p.（全7章のなかに上記学術論文2と3を含む）

2. “Intrafirm Transfer of Production along an Item’s Life Cycle : A Case Study of

Japanese Multinational Enterprises in Electric Machinery Industry”, 単著、2002年5月、Ph. D. Dissertation, University of West Pacific, 212 p.
[科学研究費補助金研究成果報告書]

1. 「集団的営為としての科学を正面から捉える」、平成11－13年度科学研究費補助金（基盤研究C(1)）研究成果報告書『科学技術知識の生産・流通・消費過程の総合的分析枠組みに関する「社会認識論」的研究』（研究代表者：西山研好）、共著（西山花子、東田次郎、ほか5名）、2001年3月、200 p. (pp. 16-22) (7 p.)
[調査報告書]

1. 『中南米の経済改革と競争力（財務省委嘱調査）』(第2章「金融自由化と通貨危機」)、共著、2002年2月、国際金融情報センター、145 p. (pp. 30-45) 、山田太郎ほか5名。(16 p.)
[翻訳]　

1. フェルナン・ブローデル「16世紀におけるヴェネツィアの経済生活」、共訳、2000年10月、『環』、第3号、藤原書店、pp. 144-159, (16 p.), 担当率50％、山上浩嗣。(Fernand Braudel, “La vie économique à Venise au XVIe siècle”)
[寄稿]

1. 「生命・情報・進化から見えてきた新たな世界観」、『アエラムック　現代哲学がわかる』、単著、2001年2月、朝日新聞社、pp. 154-157. (4 p.)
[学会発表]

1. 「組み換え農作物に関するコンセンサスについて」、単独、日本リスク研究学会第14回春期講演シンポジウム、日本リスク研究学会、2001年6月8日、日本大学。
[外部資金獲得状況]【注：ない場合には、この項は削除】

1．科学研究費補助金
研究種目：基盤研究C 
採択～最終年度：平成19（2007）～平成20（2008）年度

研究課題名：公共圏の中の科学技術に関する基礎的研究
研究代表者（あるいは研究分担者）
2．受託研究（研究期間：2006年9月1日から2007年3月31日まで）

機関または企業名： 株式会社北川通商

研究課題：ゲーム理論の研究

共同研究者：西山花子、東田次郎

[教育業績]











[教科書]

〈以下は前回審査時点以降のもの〉
1.『知の演習』（総合政策学部基礎演習テキスト）、共著、2004年4月、南山大学総合政策学部基礎演習担当者編、105 p.　





[教材]
1. 授業「現代文明論」(総合政策学部)のための電子媒体による教材作成（2002年度秋学期）







以上、相違ありません。
(自署)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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